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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月21日(2015.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　差動出力端子の第１の対を有し、且つ、同相電流を提供する、入力回路と、
　出力回路と、
　を含む装置であって、
　前記出力回路が、
　出力端子の第２の対と、
　前記差動出力端子の前記第１の対と前記出力端子の第２の対とに結合され、且つ、レジ
スタネットワークを含む、第１の増幅器と、
　感知された同相電流と参照電圧とから制御電圧を生成するように前記レジスタネットワ
ークに結合される第２の増幅器と、
　前記制御電圧を受け取るように前記第２の増幅器に結合され、且つ、前記同相電流が所
定の閾値より小さいときに第１のフィードバック電流を前記レジスタネットワークに提供
するように結合される、第１の同相フィードバック回路と、
　前記制御電圧を受け取るように前記第２の増幅器に結合され、且つ、前記同相電流が所
定の閾値より大きいときに第２の電流を前記差動出力端子の第１の対に提供するように結
合される、第２の同相フィードバック回路と、
　を有する、装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記装置が供給レールを更に含み、
　前記第１の同相フィードバック回路が、
　第１の受動電極と第２の受動電極と制御電極とを有するトランジスタであって、前記ト
ランジスタの前記第１の受動電極が前記供給レールに結合され、前記トランジスタの前記
第２の受動電極が前記レジスタネットワークに結合され、前記トランジスタの前記制御電
極が前記第２の増幅器に結合される、前記トランジスタと、
　前記トランジスタの前記制御電極と前記第２の受動電極との間に結合されるキャパシタ
と、
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　を更に含む、装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置であって、
　前記トランジスタが第１のトランジスタを更に含み、
　前記第２の同相フィードバック回路が、
　第１の受動電極と第２の受動電極と制御電極とを有する第２のトランジスタであって、
前記第２のトランジスタの前記第１の受動電極が前記供給レールに結合され、前記第２の
トランジスタの前記制御電極が前記第２の増幅器に結合され、前記第２のトランジスタの
前記第２の受動電極が、前記差動出力端子の第１の対からの第１の出力端子に結合される
、前記第２のトランジスタと、
　第１の受動電極と第２の受動電極と制御電極とを有する第３のトランジスタであって、
前記第３のトランジスタの前記第１の受動電極が前記供給レールに結合され、前記第３の
トランジスタの前記制御電極が前記第２の増幅器に結合され、前記第３のトランジスタの
前記第２の受動電極が、前記差動出力端子の第１の対からの第２の出力端子に結合される
、前記第３のトランジスタと、
　を更に含む、装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の装置であって、
　前記第１の増幅器が、
　第１の受動電極と第２の受動電極と制御電極とを有する第４のトランジスタであって、
前記第４のトランジスタの前記第１の受動電極が前記レジスタネットワークに結合され、
前記第４のトランジスタの前記第２の受動電極が、前記差動出力端子の第１の対からの前
記第１の出力端子に結合される、前記第４のトランジスタと、
　第１の受動電極と第２の受動電極と制御電極とを有する第５のトランジスタであって、
前記第５のトランジスタの前記第１の受動電極が前記レジスタネットワークに結合され、
前記第５のトランジスタの前記第２の受動電極が、前記差動出力端子の第１の対からの前
記第２の出力端子に結合され、前記第５のトランジスタの前記制御電極が、前記第４のト
ランジスタの前記制御電極に結合される、前記第５のトランジスタと、
　前記第４のトランジスタの前記第２の受動電極に結合される第１の電流ミラーと、
　前記第５のトランジスタの前記第２の受動電極に結合される第２の電流ミラーと、
　を更に含む、装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の装置であって、
　前記装置が、前記所定の閾値を設定するように前記第１のトランジスタの前記制御電極
と前記第２の増幅器との間に結合される調節回路を更に含む、装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の装置であって、
　前記第１、第２、第３、第４及び第５のトランジスタがバイポーラトランジスタを含む
、装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の装置であって、
　前記第１、第２及び第３のトランジスタがＰＮＰトランジスタを含み、前記第４及び第
５のトランジスタがＮＰＮトランジスタを含む、装置。
【請求項８】
　差動出力端子の第１の対を有し、且つ、同相電流を提供する、入力回路と、
　出力回路と、
　を含む装置であって、
　前記出力回路が、
　出力端子の第２の対と、
　前記差動出力端子の第１の対と前記出力端子の第２の対とに結合され、且つ、レジスタ



(3) JP 2014-515588 A5 2015.7.9

ネットワークを含む、コモンゲート増幅器と、
　感知された同相電流と参照電圧とから制御電圧を生成するように前記レジスタネットワ
ークに結合されるフィードバック増幅器と、
　前記制御電圧を受け取るように前記フィードバック増幅器に結合され、且つ、前記同相
電流が所定の閾値より小さいときに第１のフィードバック電流を前記レジスタネットワー
クに提供するように結合される、第１の同相フィードバック回路と、
　前記制御電圧を受け取るように前記フィードバック増幅器に結合され、且つ、前記同相
電流が所定の閾値より大きいときに第２の電流を前記差動出力端子の第１の対に提供する
ように結合される、第２の同相フィードバック回路と、
　を有する、装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置であって、
　前記装置が供給レールを更に含み、
　前記第１の同相フィードバック回路が、
　ＭＯＳトランジスタであって、そのソースで前記供給レールに、そのドレインで前記レ
ジスタネットワークに、そのゲートで前記フィードバック増幅器に結合される、ＭＯＳト
ランジスタと、
　前記ＭＯＳトランジスタの前記ゲートとドレインとの間に結合されるキャパシタと、
　を更に含む、装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の装置であって、
　前記ＭＯＳトランジスタが第１のＭＯＳトランジスタを更に含み、
　前記第２の同相フィードバック回路が、
　第２のＭＯＳトランジスタであって、そのソースで前記供給レールに、そのゲートで前
記フィードバック増幅器に、そのドレインで前記差動出力端子の第１の対からの第１の出
力端子に結合される、第２のＭＯＳトランジスタと、
　第３のＭＯＳトランジスタであって、そのソースで前記供給レールに、そのゲートで前
記フィードバック増幅器に、そのドレインで前記差動出力端子の第１の対からの第２の出
力端子に結合される、第３のＭＯＳトランジスタと、
　を更に含む、装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置であって、
　前記コモンゲート増幅器が、
　第４のＭＯＳトランジスタであって、そのドレインで前記レジスタネットワークに、そ
のソースで前記差動出力端子の第１の対からの前記第１の出力端子に結合される、第４の
ＭＯＳトランジスタと、
　第５のＭＯＳトランジスタであって、そのドレインで前記レジスタネットワークに、そ
のソースで前記差動出力端子の第１の対からの前記第２の出力端子に、そのゲートで前記
第４のＭＯＳトランジスタのゲートに結合される、第５のＭＯＳトランジスタと、
　前記第４のＭＯＳトランジスタの前記ソースに結合される第１の電流ミラーと、
　前記第５のＭＯＳトランジスタの前記ソースに結合される第２の電流ミラーと、
　を更に含む、装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の装置であって、
　前記第１、第２及び第３のトランジスタがＰＭＯＳトランジスタを更に含み、前記第４
及び第５のトランジスタがＮＭＯＳトランジスタを更に含む、装置。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の装置であって、
　前記レジスタネットワークが、
　前記第４及び第５のＭＯＳトランジスタの前記ドレイン間に結合され、且つ、前記第１
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のＭＯＳトランジスタの前記ドレインに結合される、第１のディバイダと、
　前記第４及び第５のＭＯＳトランジスタの前記ドレイン間に結合される第２のディバイ
ダと、
　前記第４及び第５のＭＯＳトランジスタの前記ドレイン間に結合され、且つ、前記フィ
ードバック増幅器に結合される、第３のディバイダと、
　を更に含む、装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の装置であって、
　前記第１のディバイダが、互いに直列に結合され、且つ、前記第１のＭＯＳトランジス
タの前記ドレインに結合される、レジスタの第１の対を更に含み、
　前記第２のディバイダが、互いに直列に結合され、且つ、前記供給レールに結合される
、第２の対のレジスタを更に含み、
　前記第３のディバイダが、互いに直列に結合され、且つ、前記フィードバック増幅器に
結合される、第３の対のレジスタを更に含む、装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の装置であって、
　前記装置が、前記所定の閾値を設定するように前記第１のトランジスタのゲートと前記
フィードバック増幅器との間に結合される調節回路を更に含む、装置。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の装置であって、
　前記第１、第２及び第３のＭＯＳトランジスタが、前記所定の閾値を設定するように互
いに対してスケーリングされる、装置。
【請求項１７】
　請求項１４に記載の装置であって、
　前記第１、第２及び第３のＭＯＳトランジスタが、前記所定の閾値を設定するように互
いに対して異なる閾値電圧を有する、装置。
【請求項１８】
　同相電流をコモンゲート増幅器に印加することと、
　前記同相電流を感知することと、
　前記感知された同相電流に応答して制御電圧を生成することと、
　前記同相電流が所定の閾値より小さい場合に第１のフィードバック電流を前記コモンゲ
ート増幅器の差動接地に印加することであって、前記第１のフィードバック電流が前記制
御電圧に応答して生成される、前記第１のフィードバック電流を印加することと、
　前記同相電流が前記所定の閾値より大きい場合に第２のフィードバック電流を前記コモ
ンゲート増幅器の入力端子に印加することであって、前記第２のフィードバック電流が前
記制御電圧に応答して生成される、前記第２のフィードバック電流を印加することと、
　を含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法であって、
　前記方法が、概してスタティック電流を前記コモンゲート増幅器に印加することを更に
含む、方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の方法であって、
　前記方法が、前記第１のフィードバック電流を印加する前記ステップの前に前記制御電
圧をシフトすることを更に含み、前記制御電圧における前記シフトが前記所定の閾値を設
定する、方法。
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